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	講演の概要

寄生植物とホルモン

皆さんは“寄生植物“と聞いて何を連想されるでしょうか？“寄生”と聞くとなにか気持ち悪いものを想像されるかもしれません。実は寄生植物はどこにでもいて、決して珍しいものではありません。ですが、他の植物について養分などをちょっとばかり頂戴していくようなものから、農業に甚大な影響をもたらすものもあります。その中でもアフリカ産の寄生植物であるストライガは根に寄生し養分を奪って生活する寄生雑草で、ソルガムやトウモロコシ、イネなどの主要な穀物を宿主とするため、アフリカの半乾燥地域を中心に毎年甚大な農業被害をもたらしています（年間被害額　推定７０００億円）。しかし、寄生植物の感染機構はほとんどわかっていないため、根本的な解決策は見つかっていません。これほどの重要な病害がこれまであまり研究されていなかった理由は、主な被害がアフリカの貧困層である農民であったことで、先進国からは忘れられたトピックであったことがあげられるでしょう。つい昨年、新規の植物の枝分かれホルモンと寄生植物との意外な関係が理研グループらによって解明されました。このセミナーでは、理研における寄生植物とそれに関する植物ホルモンの研究の最先端をご紹介します。
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